
舞台である岩手県の西和賀町（旧 沢内村）は、秋田県との県境にちかい、

豪雪と貧困と過疎の村。昭和30年代、深沢晟雄村長が、「住民の生命を守

るために、私の命をかけよう！」 と宣言し、生命尊重の理念を持って行政に

取り組みました。その結果、老人医療費無料化の実践や乳児死亡率ゼロを

達成した日本でも稀な地域となりました。

ご家族で、お友達同士で、誘い合ってご来場ください。ご家族で、お友達同士で、誘い合ってご来場ください。ご家族で、お友達同士で、誘い合ってご来場ください。ご家族で、お友達同士で、誘い合ってご来場ください。

全席自由全席自由全席自由全席自由

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

入場無料入場無料入場無料入場無料

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

日時： 平成２４年６月６月６月６月 ２３日（土）２３日（土）２３日（土）２３日（土） 午後午後午後午後６時６時６時６時 上映開始上映開始上映開始上映開始

場所： 陶コミュニティーセンター ２F 多目的ホール

入場無料（全席自由）入場無料（全席自由）入場無料（全席自由）入場無料（全席自由）

お問い合わせ ：陶公民館 ☎０５７２－６５－２１１２

主催： 陶町明日に向って街づくり推進協議会

村長たちが作り上げ、今日に引き継がれている沢内村の「いのちの作法」が、村長たちが作り上げ、今日に引き継がれている沢内村の「いのちの作法」が、村長たちが作り上げ、今日に引き継がれている沢内村の「いのちの作法」が、村長たちが作り上げ、今日に引き継がれている沢内村の「いのちの作法」が、

いかに現代にあって大事なものなのか、いかに現代にあって大事なものなのか、いかに現代にあって大事なものなのか、いかに現代にあって大事なものなのか、

西和賀町の人々の今の暮らしを通して描いている西和賀町の人々の今の暮らしを通して描いている西和賀町の人々の今の暮らしを通して描いている西和賀町の人々の今の暮らしを通して描いているドキュメンタリー映画です。ドキュメンタリー映画です。ドキュメンタリー映画です。ドキュメンタリー映画です。

（午後５時３０分開場）

美しい東北の景色や村民たちの飾らない笑顔が、

心癒されるウクレレの音と巧みなカメラワークで生き生きと映し出されています。


